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 ある⾏為を「定義する」とは、当該⾏為と他の類似
する⾏為とを差異化することです。例えば、皆さんは、
「いじめ」と聞いてどのような⾏為を思い浮かべます
か。悪口や陰口を言ったり、嫌なあだ名で呼んだり（言
語的）、叩いたり蹴ったり、嫌がる言動を強要したり（物
理的）、無視したり仲間外れにしたり（社会的／関係性
的）等が一般に多くの人々がイメージする「いじめ」で
しょうか。近年は、スマートフォン等の普及に伴って、
インターネット上の掲⽰板、無料通信アプリ、SNS や
オンライン・ソーシャル・ゲーム等での誹謗中傷、画像
や動画の無断掲載、個人情報等の暴露や拡散等、いわ
ゆる「ネットいじめ」と呼ばれる⾏為も増加傾向にあ
ることが指摘されています。これらの⾏為は、いずれ
も標的とされた者の尊厳を著しく傷つけ、時に取り返
しのつかない事態をも招く否定的な⾏為であるという
点で共通しています。 

いじめ研究の先駆者の一人であるノルウェーベルゲ
ン大学のダン・オルヴェウス教授は、いじめを以下の
３つの要件をもって定義しました。すなわち、a)攻撃
⾏動あるいは意図的に相⼿に危害を加えようとする⾏
為であること、ｂ)相当の期間に亘って繰り返される⾏
為であること、そして、ｃ)不均衡な⼒関係のなかで⾏
われる⾏為であること（Olweus, 1999）です。イギリ
スロンドン大学のピーター・スミス教授も、学校や学
級を含めたあらゆる社会集団には、体格差、体⼒差、能
⼒差、友人の数や、社会経済的地位の差等、様々な要因
によってそこで⽣活する人々の間に⼒関係が存在す
る。そしてそうした⼒関係は時に乱⽤（⼒が不適切に
⾏使）される。この乱⽤が「系統的に」すなわち「意図
的に、繰り返し」⾏われるのであれば、それは「いじ
め」と呼ぶに相応しいと述べ、“Systematic abuse of 
power（系統的な⼒の乱⽤）”（Smith & Sharp, 1994）
と定義しました。いずれも、いじめを「意図的に相⼿を
傷つけようとする否定的⾏為」として定義しています。 

一方、日本では、平成 25 年に制定・施⾏された「い
じめ防⽌対策推進法（法律第７１号）（以下、法と表 

記）」によって次のように定義されています。「いじめ
とは、児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に
在籍している等当該児童等と一定の人的関係にある
他の児童等が⾏う⼼理的⼜は物理的な影響を与える
⾏為（インターネットを通じて⾏われるものも含む）
であって、当該⾏為の対象となった児童等が⼼⾝の苦
痛を感じているものをいう」（法第二条第一項）。 
 この定義では、先に紹介した欧州の研究者らによ
る、いじめる側といじめられる側との間の不均衡な⼒
関係、⾏為の継続性や反復性、いじめる側の明確な攻
撃意図等には一切触れられていません。代わりにこの
定義が定めるいじめの要件は、①いじめる側といじめ
られる側の既存の関係性、②相⼿に何かしらの影響を
与え得る⾏為の存在、そして③当該⾏為の対象となっ
た者の⼼⾝の苦痛の３点のみです。本定義に依れば、
たとえ一度きりの衝突も、悪意のない些細なすれ違い
も、まして相⼿のことを思っての善意の⾏為ですら、
結果的に相⼿が⼼⾝の苦痛を感じれば、それは「いじ
め」⾏為として認識され得るわけです。先の欧州の研
究者による定義と⽐べると、⾏為を受けた側の被害性
に重きがおかれ、他の類似⾏為との差異化という観点
からは厳密さに欠けるとの指摘もあり、未だ賛否は分
かれます。しかしながら、本定義は、単に「いじめ」
という⾏為を差異化することだけを目的にするので
はなく、いじめられる側の苦痛や困難に最大限寄り添
い、些細ないじめの萌芽を⾒逃さず、可能な限り早期
に認知・対応し、事態の重大化や深刻化を未然に防ぐ
という理念の下に定められた定義なのです。法が施⾏
されてちょうど 10 年が経ちましたが、未だにいじめ
に苦しむ子ども達は後を絶ちません。それどころか、
大人社会のハラスメントや誹謗中傷が子どもの世界
にまで広がっているようにも思えます。本定義を含
め、本法律が定められた経緯や意義を踏まえ、今一度
社会全体でいじめに苦しむ子どもを一人でも減らし、
学校が、社会が、子ども達にとって居⼼地の良い安全・
安⼼な居場所となるよう努めたいですね。 
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ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ 
学習センターからのお知らせ 

２０２４年度第２学期単位認定試験について 
単位認定試験の詳細はこちらからも確認できます→ 

試 験 期 間 

Ｗｅｂ試験 
択 一 式 科 目︓２０２５年１月１９日（日）9︓００〜１月２７日（月）１７︓００ 
記述式・併⽤式科目︓２０２５年１月１９日（日）9︓００〜１月２３日（⽊）２４︓００ 

郵送試験 
すべての出題形式︓２０２５年１月１９日（日）〜１月２３日（⽊）必着 

試 験 実 施 方 法 

 
Web 受験方式で実施します。（一部科目のみ郵送受験方式で実施します。） 

◆インターネットを通じて、試験期間中、いつでも⾃宅等から受験することができます。 
◆「⾏政学講説（'24）」、「正多面体と素数（'21）」、「日本美術史の近代とその外部（'18）」、 

「量⼦化学（'19）」のみ、郵送受験方式（⾃宅等で答案を作成し、郵便で提出する方法）で実施
します。 

１科目５０分の制限時間があります。（郵送受験科目除く） 
◆受験開始ボタンを押すとカウントダウンが始まり、一度カウントダウンが始まった後は、受験画

面を離れてもカウントダウンは進⾏します。（一時停⽌不可、１科目１回のみ受験可能） 
◆提出ボタンを押さずに制限時間が経過した場合、制限時間経過時点の解答が⾃動提出されます。 
 

「択一式」はクリック、「記述式」は⽂字⼊⼒により解答します。※郵送受験科目除く 
◆科目ごとに「択一式」「記述式」「（択一式と記述式の）併⽤式」のいずれかの形式で出題されます。 
◆各科目の出題形式は「授業科目案内」に掲載しています。 

受 験 票 

 
・本部より試験日の約１週間前までに「受験票」を送付します。 
・１月１０日（⾦）になっても受験票が到着しない場合、あるいは紛失した場合は、放送大

学本部にご連絡ください。（043-276-5111） 

 申 請 方 法 科 目 登 録 申 請 期 間 
科目登録申請票（郵送） ２月１３日（⽊）〜２月２７日（⽊）私書箱必着 

システムＷＡＫＡＢＡ（インターネット） ２月１３日（⽊）９:００〜２月２８日（⾦）２４:００ 

２０２５年３月末で学籍の切れる方、または卒業⾒込みで２０２５年３月末に学籍の切れる方で、継続入学を希望
される方は「システム WAKABA」または「郵送」どちらか一つの方法で出願申請してください。郵送による出願
は、本学ウェブサイトより資料請求が必要です。資料は学習センターでも受け取れます。 

なお、⼊学学期当初から面接授業の登録申請を希望される方は必ずシステムＷＡＫＡＢＡから下記の期間内に申請
してください。※１１月１日時点の情報です。学⽣募集要項等で各自必ず最新の情報を入⼿していただきますようお願いしま
す。 

◆申請期間︓２０２５年 ２月１３日（木）９:００ 〜 ２月２８日（⾦）２４:００まで 
◆出願方法︓システム WAKABA ＞ 教務情報 ＞ 継続⼊学申請 より出願してください。 

 
＜注意事項＞ 
※次学期に再試験のみを希望する方も出願が必要です。ただし今学期全ての試験科目が合格の場合、出願は無効となります。 
※集団入学者（共済入学者を含む）は、とりまとめ窓口を通じて募集要項の請求を⾏ってください。 
※集団入学希望の方及び再視聴施設利⽤希望の方は、出願票を１月２５日（土）までに再視聴施設まで提出してください。 

継続入学のご案内 

 次学期も学籍が続く方は、１月中旬ごろ「科目登録申請要項」が届きます。「学⽣⽣活の栞」等を必ず参照の上、
期限内に申請してください。「科目登録申請要項」が２月５日（水）になっても届かない場合、放送大学本部へ連絡
してください。＜注意事項＞再視聴施設利⽤の方は２月１８日（火）各再視聴施設必着です。（次頁参照） 

※上記は令和６年１１月１日時点でのお知らせになります。変更となっている可能性もあるため必ず各自で最新の情報をウェブ
サイト等でご確認ください。 

※香川学習センターでの受験を希望されている方は必ず学習センターで開催するＷｅｂ単位認定試験体験会にご出席いただきま
すようお願いいたします。 
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科目登録申請手続きのご案内 
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ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ 
学習センターからのお知らせ 

再視聴施設での集団入学及び科目登録のご案内 

 香川学習センター以外に、県内に再視聴施設があります。入学者（継続入学者含む）が２０名以上になると集
団入学扱いになり、入学料の半額割引制度が受けられます。集団入学希望の方及び再視聴施設利⽤希望の方は、
下記のとおり申請してください。ただし、２０名に満たなかった場合は集団入学扱いとはなりません。ご了承く
ださい。 

集 団 ⼊ 学 の 申 請 先 

丸⻲教室 丸⻲市飯⼭総合学習センター 
住所︓〒762-0087 丸⻲市飯⼭町⻄坂元 547-1 
電話︓0877（98）3319 

利⽤時間（月曜・祝日・年末年始休館） 
火〜土︓９:００〜２０:００ 

日 ︓９:００〜１７:００ 

対 象 者 申 請 書 類 申 請 期 限 
継続入学者 出願票 ２０２５年１月２５日（土）まで 

科目登録者 科目登録申請票 ２０２５年２月１８日（火）まで 

＜注意事項＞ 
※再視聴施設の案内については、香川学習センター利⽤の⼿引き【オアシス】P.９をご確認ください。 
※再視聴施設で登録科目の放送教材を視聴したい方は、必ず再視聴施設に申請書を提出してください。 
本部へ出願・提出された場合、及びインターネットで⼿続きを⾏った場合には、再視聴施設に教材が配架されま
せんのでご注意ください。 

自動車での入構及び入構規制 

自動⾞での入構を希望される方は、事務室窓口にて入構許可⼿続きを⾏ってください。申請書は窓口でお渡し
します。また香川学習センターウェブサイトにも掲載しておりますのでそちらからダウンロードいただきご使⽤
いただくことも可能です。 

入構方法・駐⾞場の案内については、香川学習センター利⽤の⼿引き【オアシス】Ｐ.８をご覧ください。 

学生証の交付について 

 学⽣証を未受理の方は、香川学習センター窓口にて交付⼿続きをしてください。 

対 象 者 窓 口 へ 持 参 す る も の 
２０２４年度第２学期入学の方 大学本部から郵送される入学許可書をお持ちください。 

学⽣証有効期限切れの在学⽣の方 有効期限切れの学⽣証をお持ちください。 

遠方にお住まいで、郵送での交付を希望される方は、①110 円切⼿を貼った返信⽤封筒、②入学許可書コピー、
(２０２４年度第２学期入学者のみ)または、有効期限切れ学⽣証(学⽣証の有効期限が切れている学⽣のみ)、 
③「学⽣証郵送希望」と記入した書面を同封の上、郵送にて香川学習センターまでお送りください。 
 なお、学⽣証が⼿元に届くまで１週間〜１０日ほどかかる場合がありますので、日にちには十分な余裕をもって
申請してください。 

03 

２０２５年度第１学期学生募集～ご協力のお願い～ 

放送大学では、２０２５年度第１学期の入学募集を⾏っています。皆さんのご家族・ご友人・知人の中で放送
大学にご興味のある方がおられましたら、ぜひこの機会におすすめください。ご希望の方には、無料で募集要項
一式を送付いたします。また、オープンキャンパスや個別相談会等も随時⾏っています。詳細は香川学習センター
までお問合せください。 

 ※郵送で出願の場合は、各期間の最終日必着に限ります。日にちに十分余裕をもって申請してください。 

募集学生             申 請 期 限 
教養学部（全科⽣・選科⽣・科目⽣） 
大学院（選科⽣・科目⽣） 

第１回 ２０２４年１１月２６日（火）〜２０２５年 2 月２８日（⾦） 
第２回 ２０２５年 ３月  １日（土）〜２０２５年３月１１日（火） 
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＜印刷教材について＞ 
 履修科目以外の印刷教材も学⽣は一割引きで購入できます。お申込み後、一週間以内に届きます。 
 価格は印刷教材によって違いますので、図書室カウンターにお問い合わせください。 
 なお、当該年度に開講している全ての印刷教材は図書室に配架していますので閲覧可能です。 

 令和６年度の学⽣研修旅⾏は、『阪神・淡路大震
災記念 人と防災未来センター』を訪問しました。 
１９９５年１月１７日に兵庫県淡路島北部を震源
とした阪神・淡路大震災の避難所での体験談を語
り部の方にお話しいただきました。講話や展⽰物
の観覧を通して、震災の経験と教訓を学び、一人ひ
とりが災害に対する正しい知識を⾝につけること
ができました。 
 その後、「神⼾ 萬壽殿」での食事、サービスエ
リアでの買い物、バス内での談笑など、学⽣同士の
交流を深めることもできました。当日は天候にも
恵まれ、普段の大学⽣活では体験できない研修が
できた有意義な一日となりました。 集 合 写 真 

 視聴学習室・図書室からのお知らせ 

行 事 報 告 

阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センター 

＜放送教材（DVD・CD）の郵送貸出による学習について＞ 
 BS 放送が受信できない、インターネット環境がない等、ご家庭等に放送授業を視聴する環境がない場合でも、
放送教材（DVD・CD）を郵送にて大学本部からご自宅に取り寄せることができます。 
 ◎貸出することができる放送教材は次のとおりです。 
  ａ）学期開始から単位認定試験期間終了まで 
   ・履修中の科目 ・再試験を受験する科目 ・特別講義 
  ｂ）単位認定試験期間終了後からその学期終了まで 
   ・開講中のすべての科目 ・特別講義 
 ◎貸出期間 ２０日間（放送大学本部からの発送日及び返却到着日を含む） 
 ◎貸出枚数 ５枚以内 
 ◎貸出申込方法 

ａ）放送教材貸出申込書（様式１８）を「郵送」または「ＦＡＸ」 
ｂ）インターネットの申込フォームから申込む 

 ◎送料分の切⼿ 往復分とも貸出申込者（学⽣）負担（第四種郵便料⾦ 目安︓５枚で⽚道４５円） 
   ・郵送申込の場合は、「放送教材貸出申込書」の切⼿貼付欄に貼付 
   ・ＦＡＸ申込またはインターネット申込の場合は、放送教材返却時に同封 
 ◎返却方法 送付時の封筒を再利⽤し、第四種郵便料⾦で返却（ポストに投函可） 
  ※申込宛先、第四種郵便料⾦など、詳しくは２０２４年度「学⽣⽣活の栞 教養学部」Ｐ.３３〜３５、 

「学⽣⽣活の栞 大学院文化科学研究科」Ｐ.４５〜４７をご覧ください。  
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 令和６年度の学⽣研修旅⾏は、『阪神・淡路大震
災記念 人と防災未来センター』を訪問しました。 
１９９５年１月１７日に兵庫県淡路島北部を震源
とした阪神・淡路大震災の避難所での体験談を語
り部の方にお話しいただきました。講話や展⽰物
の観覧を通して、震災の経験と教訓を学び、一人ひ
とりが災害に対する正しい知識を⾝につけること
ができました。 
 その後、「神⼾ 萬壽殿」での食事、サービスエ
リアでの買い物、バス内での談笑など、学⽣同士の
交流を深めることもできました。当日は天候にも
恵まれ、普段の大学⽣活では体験できない研修が
できた有意義な一日となりました。 集 合 写 真 

 視聴学習室・図書室からのお知らせ 

行 事 報 告 

阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センター 

＜放送教材（DVD・CD）の郵送貸出による学習について＞ 
 BS 放送が受信できない、インターネット環境がない等、ご家庭等に放送授業を視聴する環境がない場合でも、
放送教材（DVD・CD）を郵送にて大学本部からご自宅に取り寄せることができます。 
 ◎貸出することができる放送教材は次のとおりです。 
  ａ）学期開始から単位認定試験期間終了まで 
   ・履修中の科目 ・再試験を受験する科目 ・特別講義 
  ｂ）単位認定試験期間終了後からその学期終了まで 
   ・開講中のすべての科目 ・特別講義 
 ◎貸出期間 ２０日間（放送大学本部からの発送日及び返却到着日を含む） 
 ◎貸出枚数 ５枚以内 
 ◎貸出申込方法 

ａ）放送教材貸出申込書（様式１８）を「郵送」または「ＦＡＸ」 
ｂ）インターネットの申込フォームから申込む 

 ◎送料分の切⼿ 往復分とも貸出申込者（学⽣）負担（第四種郵便料⾦ 目安︓５枚で⽚道４５円） 
   ・郵送申込の場合は、「放送教材貸出申込書」の切⼿貼付欄に貼付 
   ・ＦＡＸ申込またはインターネット申込の場合は、放送教材返却時に同封 
 ◎返却方法 送付時の封筒を再利⽤し、第四種郵便料⾦で返却（ポストに投函可） 
  ※申込宛先、第四種郵便料⾦など、詳しくは２０２４年度「学⽣⽣活の栞 教養学部」Ｐ.３３〜３５、 

「学⽣⽣活の栞 大学院文化科学研究科」Ｐ.４５〜４７をご覧ください。  
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ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ 
２０２４年度第２学期在学生状況 

当学期の香川学習センター在学⽣数は６２６名です。（１１月１日現在） 

教養学部 ５９２名 

大学院 ３４名 

05 

人気のある科目  科目登録人数

人体の構造と機能（ʼ２２） 32
食と健康（ʼ２４） 29
疾病の回復を促進する薬（ʼ２１） 27
グリーフサポートと死⽣学（ʼ２４） 25
情報セキュリティ概論（ʼ２２） 24
今日のメンタルヘルス（ʼ２３） 23
社会福祉－新しい地平を拓く（ʼ２２） 23

人気のある科目 科目登録人数

臨床⼼理面接特論Ⅰ（ʼ１９） 3
学校臨床⼼理学特論（ʼ２１） 2
教育⼼理学特論（ʼ２４） 2
家族政策研究（ʼ２１） 2
海外の教育改⾰（ʼ２１） 2
カリキュラムの理論と実践（ʼ２１） 2
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28 
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29 
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30 
閉 

■…香川学習センター閉所日（毎月曜日・国⺠の祝日等） 閉…視聴学習室・図書室のみ閉室 
面…面接授業  試…単位認定試験  ◎…⼿続き開始/締切り  ☆…講演会 

1 月 

１９日〜２３日 単位認定試験期間 
        （Web 試験︓記述式・併⽤式科目） 

（郵送試験︓すべての出題形式） 
１９日〜２７日 単位認定試験期間 
        （Web 試験︓択一式科目） 

1 月 

〒760-0016 高松市幸町 1-1（香川大学幸町北キャンパス内） 
TEL 087-837-9877      FAX   087-837-9890 
URL https://www.ouj.ac.jp E-mail c37-ksc@ouj.ac.jp 

2 月 

１３日〜２７日 科目登録申請期間 
（郵送/２７日私書箱必着） 

１３日〜２８日 科目登録申請期間 
（WEB/２８日２４:００迄） 

２８日 ２０２５年度第１学期入学願書第１回締切 
（教養学部・大学院修士選科・大学院修士科目） 

2 月 

１日〜１１日 ２０２５年度第１学期入学願書第２回募集期間 
（教養学部・大学院修士選科・大学院修士科目） 

３０日 ２０２４年度第２学期卒業証書・学位記授与式 
        ２０２５年度第１学期入学者の集い 

3 月 

3 月 

学習センターのスケジュールはこちらからも確認できます▶ 
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